
≪主な利用状況≫（　）は令和元年度実績

・預入酪農家戸数　18戸（19戸）

・5月在頭数 440頭（398頭）、育成畜舎頭数 295頭（334頭）

・延受入日数 108,429日（119,217日）※10,788日減

  ≪収支差額の主な要因≫

　（収入減）・利用料金の減（△2,393,580円＝預託頭数の減少）

・市営牧場利用料の徴収業務

 公益財団法人道央農業振興公社

指 定 期 間  平成29年4月1日～令和4年3月31日（5か年の4年目）

・採草地、飼料畑の生産管理に関する業務

　放　　牧　　5月15日～10月15日（154日間）

・預託牛の健康管理及び授精に付帯する業務

評 価 担 当  産業振興部 農業振興課

　育成畜舎　　4月 1日～5月14日、10月16日～3月31日（211日間）

　令和２年度指定管理者モニタリング結果

施 設 名 ・ 住 所  千歳市営牧場・育成畜舎（千歳市駒里1032番地の１ほか）

・預託牛の入退牧業務

１　実施事業及び
　　内容等

・育成牛の通年管理

・農業機械及び牧場施設の管理業務

指 定 管 理 者

・管理報告業務　等

　放牧期間のうち、５月から８月は前年より預託頭数が増加したが、預入農家数の減少と、
令和２年度から夏季入牧を中止したことにより、1戸当たりの預託頭数が減少したことか
ら、年間利用数（延受入日数）は前年比で9.0%の減少となった。

・管理施設の利用状況【資料１】

２　年間利用者数

【資料２】（　）は令和元年度実績

４　管理運営状況 ・公共牧場の有効活用を図ることを目的として利用者で組織する千歳市営牧場利用者協議会
や石狩農業改良普及センター等の意見を聞きながら、配合飼料の適切な給餌を行い、良好な
栄養状態となるよう努めている。
・管理人住宅に職員１名を常駐し、緊急時の連絡体制を整えている。
・電気牧柵による放牧地の分割管理を行い、効率的な運用を図っている。
・専門機関である石狩農業改良普及センターやみなみ北海道農業共済組合、北海道石狩家畜
保健衛生所と連携し、良好な飼養衛生管理や健康管理に努めている。

５　自主事業の
　　達成状況

・防疫上の観点から自主事業は実施していないが、酪農学園大学獣医学類からの実地研修を
受け入れるなど、公共牧場として獣医師の育成に貢献している。

  ≪主な内訳≫

    人件費等　　20,007,580円（17,760,126円）

    原材料費　　11,023,617円（11,919,348円）

・収入－支出　　   394,990円 （2,842,407円）

３　事業収支
＜決算状況（税込）＞

  ≪主な内訳≫

    指定管理料　21,218,683円（20,623,000円）

　　利用料金　　24,378,290円（26,771,870円）  

・支出合計　　　45,515,590円（44,879,865円）

・収入合計　　　45,910,580円（47,722,272円）

1 



・「千歳市営牧場利用者協議会」において、次のとおり意見があった。
　①配合飼料の適切な給餌の継続。
　②発育不良の牛へのケア。
　これらの意見を反映し、配合飼料の適切な給餌を継続するとともに、入牧当初からの発育
不全・栄養不良等を解消するため、獣医の指導を仰ぎ対象牛のみ給餌量を増やすなど個別の
対応を強化し、発育不良を改善している。
・預託希望頭数が増加しており、８月入牧を中止し、利用者の希望に応えられるよう、適正
な管理に努めた。
・飼料用の牧草生産について、乾燥期間を短縮できる牧草ラップサイレージの比率を高め、
正品率が向上したことにより、預託牛の増加にも対応できている。

・コロナ禍において、職員の感染防止に努めながら牧場の適正な運営管理を実施した。
・人材を適切に配置し、繁忙期や緊急時の体制を整えている。
・放牧地の分割管理や飼槽配置の工夫など、施設の有効活用や効率的な運用に取り組み、利
便性の向上に努め、受入希望頭数の増加にも対応できている。
・良質な飼料の確保や必要量が確保できる対策を講じ、受入環境の向上に努めている。
・給餌方法の見直しや栄養状態に応じて個別給餌するなど、きめ細かいサービスの提供に取
り組んでいる。
・職員研修を実施し、飼養管理技術の向上に取り組むとともに、関係機関と連携をとりなが
ら、利用者が安心して預託できる牧場の運営に努めている。経験が浅い職員には業務経験や
研修を通じ、さらなる技術の向上を期待する。
・市で実施した利用者アンケートにおいて、利用者から概ね満足しているとの回答を得てい
ることから、適正に管理運営がなされていると評価できる。【資料３】
・牧場管理職員は、日頃から、入・退牧や検査時、その他利用者と会う様々な機会におい
て、意思疎通を綿密に行っており、利用者の声を聞きながら管理運営にあたり利用者との信
頼関係を築くとともに、満足度を高めているものと評価できる。

７　評価
＜総合コメント＞

６　市民サービス
　　の向上を図る
　　ための取組み
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【資料１】

管理施設の利用状況

月初在頭数 入牧頭数 退牧頭数 月末在頭数

4 230 0 35 195

5 195 312 67 440

6 440 0 22 418

7 418 0 17 401

8 401 0 29 372

9 372 0 21 351

10 351 0 56 295

11 295 0 30 265

12 265 0 35 230

1 230 0 23 207

2 207 0 21 186

3 186 0 19 167

計 312 375

月
令和２年度

 ３



【資料２】

【収入】 (単位：円)
項　　目 内　　　　　　訳 金　　額 備　　　　考
受託収入 千歳市営牧場・育成畜舎指定管理料 21,218,683
使用料金収入 千歳市営牧場・育成畜舎利用料金 24,378,290
雑収入 貯金利息 107

配合飼料市況対策費 165,000
パイオニアデントコーン種子奨励金 148,500

収　入　合　計 45,910,580
【支出】
項　　目 内　　　　　　訳 金　　額 備　　　　考
人件費等 給料手当 11,273,325

臨時雇賃金 6,117,499
法定福利費 2,570,038健康保険、厚生年金等

福利厚生費 46,718職員健診費等

小　　　　　計 20,007,580
修繕費 農業機械修理 3,275,336ﾌﾟﾗｳ、ﾚｰｷ、ﾃｯﾀﾞｰ等修理

小　　　　　計 3,275,336
賃借料 自走給餌車 38,214自走給餌車ﾘｰｽ料

借上車両・農機具他 178,510
自家用車借上げ、ﾛｰﾗｰ、ﾊｲﾀﾞﾝ
ﾌﾟﾜｺﾞﾝ借上げ等

小　　　　　計 216,724
車両費 車両費 458,615ﾀﾞﾝﾌﾟｶｰ、家畜運搬車車検

車輌任意保険料 137,000ﾀﾞﾝﾌﾟｶｰ、ﾄﾗｸﾀｰ任意保険

小　　　　　計 595,615
施設管理費 機械警備料 264,000機械警備委託料

消防設備点検 55,000設備点検委託料

小　　　　　計 319,000
原材料費 肥料・種子 10,930,645

薬品他 264,572
貯蔵品 ▲ 171,600

小　　　　　計 11,023,617
280

15,691
150,106
564,057

1,123,092
1,690,237
4,900
15,000公共牧場会負担金

2,245,431鉱塩・配合飼料

169,408免税軽油申請、廃プラ処理料等

委託料 千歳市営牧場に係る調査業務 1,292,500農業共済業務委託料

336,432ポータブル変圧器等

59,233
保険料 損害賠償責任保険 110,190

2,301,161

支　出　合　計 45,515,590

【収入】－【支出】 394,990

水道光熱費

管理経費の収支状況（税込）                　　　　　  

旅費交通費
会議費
通信費
印刷消耗品費

消耗備品費
雑費

消費税

燃料費
租税・公課
負担金
飼料費
手数料

 ４



《参考：令和元年度》

【収入】 (単位：円)
項　　目 内　　　　　　訳 金　　額 備　　　　考

受託収入 千歳市営牧場・育成畜舎指定管理料 20,623,000
使用料金収入 千歳市営牧場・育成畜舎利用料金 26,771,870
雑収入 貯金利息 282

配合飼料市況対策費 195,900
パイオニアデントコーン種子奨励金 131,220

収　入　合　計 47,722,272

【支出】
項　　目 内　　　　　　訳 金　　額 備　　　　考

人件費等 給料手当 9,390,835
臨時雇賃金 5,901,751
法定福利費 2,404,218健康保険、厚生年金等

福利厚生費 63,322職員健診費等

小　　　　　計 17,760,126
修繕費 農業機械修理 2,974,104ﾌﾟﾗｳ、ﾃｯﾀﾞｰ等修理

小　　　　　計 2,974,104
賃借料 自走給餌車 204,262自走給餌車ﾘｰｽ料

借上車両・農機具他 215,464
自家用車借上げ、ﾛｰﾗｰ、ﾊｲﾀﾞﾝﾌﾟﾜ
ｺﾞﾝ借上げ等

小　　　　　計 419,726
車両費 車両費 472,828ﾀﾞﾝﾌﾟｶｰ、家畜運搬車車検

車輌任意保険料 142,180ﾀﾞﾝﾌﾟｶｰ、ﾄﾗｸﾀｰ任意保険

小　　　　　計 615,008
施設管理費 機械警備料・消防設備点検 321,500

小　　　　　計 321,500
原材料費 肥料・種子 10,664,618

薬品他 1,231,520消毒薬、ｻｲﾛﾀｲﾄﾌｨﾙﾑ等

貯蔵品 23,210
小　　　　　計 11,919,348

3,950公共牧場会実務者研修出席
110,300大型特殊免許取得

7,466
153,776
738,536

1,194,449
1,944,220

8,700
15,000公共牧場会負担金15,000

2,937,228鉱塩・配合飼料

73,880免税軽油申請、廃プラ処理料等

委託料 千歳市営牧場に係る調査業務 1,269,000農業共済業務委託料

421,066油圧ﾌﾟﾚｽ等

21,918
保険料 損害賠償責任保険 110,190
消費税 1,860,374

支　出　合　計 44,879,865

【収入】－【支出】 2,842,407

水道光熱費
燃料費
租税・公課
負担金

雑費
消耗備品費

管理経費の収支状況（税込）                　　　　　  

旅費交通費
研修・講習会費
会議費

飼料費
手数料

通信費
印刷消耗品費

 ５



【資料３】 

 ６  

 

千歳市営牧場・育成畜舎の運営に関するアンケート調査結果【千歳市が実施】 

 

１ アンケート回答率（調査件数 １８件  令和３年３月実施） 

 ・回答数 １０件   ・回答率 ５５.５％ 

   

２ アンケート結果 

（１） 令和２年度は千歳市営牧場に何頭預けましたか。 

    ①  ０頭～２０頭 〔５〕 ② ２１頭～４０頭 〔３〕 ③ ４１頭～６０頭 〔２〕 

④ ６０頭以上   〔０〕  

 

（２） 預けて戻ってきた牛の状態はいかがでしたか。 

    ①  満足 〔０〕 ② まあ満足 〔２〕 ③ ふつう 〔４〕 ④ やや不満 〔２〕 

    ⑤  不満 〔１〕 ・ 回答なし 〔１〕 

    「やや不満」、「不満」の理由 

    ・なるべく夏の分娩にならないようにしてほしい。 

    ・数頭において、サイズが小さく、痩せている牛がいた。 

     

（３） 夏季入牧を中止しましたが、感想をお聞かせください。 

    ① よく理解する            〔１〕 

② まあまあ理解する（やむを得ない）  〔４〕 

    ③ 何とも言えない           〔４〕 

    ④ あまり理解できない         〔０〕 

    ⑤ 理解できない            〔０〕 

・ 回答なし              〔１〕 

 

（４） 市営牧場を利用して満足していますか。 

    ①  満足 〔０〕 ② まあ満足 〔５〕 ③ ふつう 〔４〕 ④ やや不満 〔０〕 

    ⑤  不満 〔１〕  

    「やや不満」、「不満」の理由 

    ・現在の面積と施設等の利用方法によっては、もっと健全な状態で乳牛が戻ってくると思う。 

 

（５） 利用者からの意見、要望。 

    ・痩せている牛が多い。 

・対策はされていると思うが、受胎の遅れが散見される。 

    ・受胎率が悪い。 

・夏季入牧もできるよう検討してほしい。 

・冬にもう少し粗飼料をやってほしい。 


